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須川長之助植物採集談

山田宣太郎

TSCHONOSKE SUGAWA, A FAITHFUL SERVANT 

AND COLLECTOR 'TO MAXIMOWICZ. 

BY GENTARO YAMADA. 

Prof，白sorof Botany, Agricultural and Dendrological College, .Moriok:i. 

須川長之助は陸中園紫波郡水舟村字下松本の人主 ！， 0 嘗

て露園植物串者マキシ毛"ij井ヲチ氏の錦めに、普〈本邦の植物を

採集し、其名海外に聞ゆ。マ氏長之助の勢を賞し、其名を以℃

植物に命ずるもの十種 lζ傍る。 年六拾有四．先きに嗣子を失

日、孫見を養日て農耕に従事すO 咋三十七年二月．余始めて同

人と相見るの機を得℃、採集談を聞く、今其大要を鎌す。唯一

回の曾話によるものなれば、誤惇謬聞の少なからまるはー操め謝

する所在 b。
採集の由来。長之助は年甫め℃二十、函館に出稼し、先づ大工

の家に寓し．後入幡宮の別営に僕12！， しが、マ寺シモ"ij芥ヅチ氏の来

朝に際し、友人の勤めによb℃風呂番と掃除とを務とし、月萱雨二分

に℃マ氏に仕よ、、時賓に丈久元年三月な ！， ~ 。（後来第~：二雨、二雨

二分、三爾を受〈るに至れ ！， ）。居る乙と十像目、マ氏尋ねるに植物

[Trans. Sap. ~at. Hist. Soc. Vol. I. 1905.] 
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の名稀を以℃す、長之助知る乙と多からずと雄ども、田野の聞に人と

な bたる乙と、て、多少の知る所あるを答へたるに、マ氏大に喜び、

然らは‘来れと℃、杉山（臥牛山）Iζ 上 b℃植物採集の誌を授け、後には

植物を指名して採集R赴かしめたるに、忘れて採 b来らゴるものな

どあると主は、痛く詰問せられた上斯くして次第に熟練するに従

仏、マ氏の意を j請すに至b肉、是れ長之助が植物を採集するに至 bし

始めな b。
採集の地方。初めは函館近郊を採集し、丈久元年五月 lこ至 b、

マ氏に従ひ，大野を経て駒ケ巌．鹿部に採集し．東海岸を廻 bτ 隠れ

9 。同年秋に及ex果買をも採らさずるべからずとて、長之助をしτ再

と入’駒ヶ識に採集せしめた bo 十月マ氏長崎に航せA，とするに際し、

長之助を同行せんとて、大に勧誘せしに、長之助も初めは臨措顧慮容

易に決せぎ bしが、途に同行を諾するに及び、マ氏は賓に歓喜の情

に堪へぎるが如〈な hしとを、o D函館奉行所よ bマ氏の従者として

兎放を受け、タl、園般にて横諸に航し、居る乙と四十億目、其問僅かに

其附廷を採集せ ho 同年十二月頃長崎に着す、其年は長崎附近を採

集し、翌年春再び横演に来 h秋まで滞在し、又長崎に蹄航すO 丈久

三年は九州各地を践捗し、産山、阿蘇、霧島の諸高峰に撃整せら。唯

薩州のみには英艦砲撃時代の乙となれば、危険を慮 hて足を入る、

を得ず、蚕しマ氏は嘗時自由に放行するの便なさを以て、長之助に

採集ぜしめたるなれ同年秋三度以・横演に出て、元治元年一月マ氏

の蹄園すると共に、長之助はユコラ4氏の許 lζ 使はるO

マ氏蹄園後其依頼にて慶臆一、この南年間植物採集に従事す、前

年は信州地方、次年は南部地方にて岩手山、早池峰、駒ケ議（秋田境）及

恐山等を採集せ bo 其後明治二十年マ氏よ h書信あ bて再び採集

を命ぜられ、六月頃よ h出て＼信州の木曾、駒ヶ獄、御獄、八ケ昔、境問

山、富士山、天城山等の峻峰に登 bて、十月に蹄還し、二十一年の春、菱

JII周作といふ人を書記として件以、伊勢に向ひ、それよ b那智山に
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廻 hτ、大坂 lζ 出で四園に渡 ！＞ .叉西海 tt航し薩州に入る乙とを得

た b。二十二年には薦藤松太郎と云よ、人を語ら日、山陰遣に準み．

京都に至 bて名所奮蹟に採集し、轄じ℃加賀の白山、越中の立山に

登上鳥海に向日しが降雲の錦めに登らずし宅蹄る。此聞に岩手山、

早池峰山等にも登山せれ其後マ氏の逝去するに及びて其業を麿せ

!> 0 

採集の方浩。長之助は放行中現今使用せらる、如き採集鐘を

携へずして．漉返、仙華紙等を厚紙板の聞に挿みτ携行し、日比一回
紙を取換へ．宿合に着けば糸にて縛 ！＞ .櫨謹 ~t 立 τ 、乾燥せしめた

!> 。初めは一種三十個の標本を採れ珍らしきものに至 b℃は四十

個を採るものあ bo 二十年後には一種十個の標本を製す、花又は賓

なきものは採らず、一度得たるものは再び集めぎるを常とす、故R

綾には一種を費見するにも容易ならぎるなれ植物の高 3及所生

の場所（山とか揮とか木の上程 c）は一々記載し上下の葉、草の根等

は注意して蒐めた h。曾τマ氏長之助に識へて日はく高山の植物

は花咲B、質成る僅かに三十日にして了る、努力する所あれと。マ氏

蹄園後の採集は、希臓加特立教曾のアナトP歩ス氏の監する所にし

て、月拾五回放費一日二十銭荷物運賃ー里二銭を受け入用の物品は

それ命令現物に℃支給せられた h。

マ氏の卒生。マ氏は身の丈五尺四五寸、椿形 lこし℃、顔少しく

長〈、僅かに馨あれ多く室内にあ bτ、始終書冊を手 lとして研究せ

られ、植物の日本名などを札されて記し置かれた h。函館に在 bし

時以言語不通の矯めに、返答に苦しむ之とあ bしが、後には邦語に

て話さる、 It至 ！＞.閑あれば種.4-の談話を試みられた b。蒐集せら

る、ものは植物のみならず、鳥獣、蛇、鑑、昆虫の類に及ぶ＼長崎に在 b

し時は、ジーボルト氏と往来せられたれマ氏骨τジ氏の植物採集

の場所を話らまるに苦し U と言はれたる乙とあ b。

マ氏の使用する所は、長之助の外、厨夫、園丁、小使及び馬丁各一
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人あれ或る日長之助．マ氏の室内を掃除するに嘗しご朱金の遺失

せるあ hしかば、之を机上』c置さしに．マ氏は波のものならんとて

之を返し L も、長之助固く拒℃受けずして力争せしかは＼マ氏深〈

長之助の正直I~乙戚じ、他の使用人に謝すると趣を異にするに至れ b 0 

九州を族行するに賞 bて、百金五十金 r持ち行かしめて建 bあれば

輿へ、詳細の詮議をなす乙と在か hしも．蓋し長之助が正直の致す

所在 hしなえ。


